
 

 

 

 

 

 

 

 

 「地域とともにある学校」づくりをめざし特色ある教育活動について紹介します。 

「特別講師による書写の授業」（小・中学校） 

昨年度に引き続き、本年度も雨竜町出身の書家である故・辻井

京雲先生の教え子の皆さんを特別講師に迎えて書写の授業を実

施しました。中学校は１０月と１１月の２回、小学校は１１月と

来年１月に予定しています。講師は

全道各地の中学校・高校に勤務され

ている先生で、毎回３人ずつ来校さ

れて手厚い指導をしていただいています。児童・生徒たちは、特別講師

による指導を受けて、集中して作品を仕上げていました。 

仕上げた作品は、書道コンクールに出品する予定となっています。そ

の結果も楽しみです。 

 

「保育園との交流」（小学校） 

 １１月９日（火）に、保育園の年長児（きりん組）の園児たちが小

学校を訪れ、２年生、５年生と交流しました。 

 ２年生とは、一緒に体育館で遊びました。ドッチボールやしっぽ取

りで、たくさん体を動かすことができました。 その後は、５年生と

給食交流をしています。今の５年生はきりん組

の園児たちが入学してくると、新６年生と新１

年生という関係になります。当日の給食メニューであるカレーライスを食べな

がら、いろいろな話をすることで一足早く交流していました。 

小学生は保育園の子供たちの面倒をよくみていました。また、保育園の子供

たちも、お兄さん、お姉さんの話を良く聞き、とても意義のある交流会でした。 

 

「薬物乱用防止教室」（小・中学校） 

１１月４日（木）に小学校５年生と中学校２年生を対象に薬物乱用

防止教室を実施しました。講師を雨竜町ライオンズクラブと深川警

察署から派遣していただき、ＤＶＤを視聴しながら薬物乱用の現状

や薬物の依存性などについて学びました。 

最後に、児童・生徒を代表して中学校２年生の布川涼介さんが、「薬物に手

を出すきっかけは身近にあることがわかった。誘われてもしっかりと断りま

す。」と決意を述べました。  

雨竜町立学校では、今後も継続して児童・生徒の健康安全に関する学習を

行っていきます。 

雨竜町ＣＳ（コミュニティ・スクール）だより 
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